
●一般会計補正予算（第1号）
　～総務費寄附金～

　ヤマハ（株）及びヤマハ発動機（株）か
ら100万円の寄附をいただいたが、両社か

らの累積寄附額と使い道は。

　これまでに両社から毎年100万円、総額
500万円の寄附をいただいている。主に公

園のベンチや運動用具の購入に充て、昨年はサイ
クルタウン推進事業費に充てた。寄附者の意思を
尊重するとともに、地域の活性化が図られるよう
に寄附金を使用している。

●袋井市非常勤消防団員に係る退職報奨金
の支給に関する条例の一部改正について

　勤続年数5年未満の消防団員が退職する
場合、近隣市町における退職報奨金はどの

ような状況となっているのか。

　森町は勤務年数1～2年の場合1万円、3
～4年の場合3万円、磐田市は1年の場合

支給なし、2年の場合1万円、3年の場合2万円、
4年の場合3万円、掛川市は支給なしとなってい
る。
　また、本市においては、勤務年数1～2年の場
合2万円、3～4年の場合3万円となっている。

常 任 委 員 会 レ ポ ー ト
平成26年度一般会計補正予算を
はじめ、条例の改正などの議案を
各常任委員会で審査しました。

Q

A

総 務 委 員 会

●一般会計補正予算（第1号）
　～教育振興費～

　不登校や非行防止等の観点から小中学校
の連携が重要であるが、小中学校の連携で

取り組んでいくものはあるのか。

　具体的には、「授業改善」、「児童生徒の
交流活動」、「小中の連携」の3点を重点的

に取り組む。授業を通して自分が認められ、ま
た知識として身につくことで子ども達の達成感
が成就されていけば、子ども達の自己肯定感が
高まる。今回の「魅力ある学校づくり調査研究
事業」を通して各学校が連携し、授業づくりを
中心に居場所づくりと絆づくりを進め、子ども
達の自己有用感を高めていくことで、不登校の
未然防止につなげていきたい。

●一般会計補正予算（第1号）
　～債務負担行為　月見の里学遊館ほか
1施設指定管理委託～

　今まで指定期間が3年間だったが、今回
5年間に変更された理由は何か。

　ホール事業を行う場合は企画から実施ま
でに時間を要する。継続して文化振興を図

るためには、長期的な計画を立て、文化施設とし
て安定した事業を実施していくことが必要である
ため5年間とした。
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寄附金で購入した広岡河川公園のベンチ

学遊館主催のホール事業

8市議会だより


